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■まちの人口と世帯数
　（2012年７月末現在）
　人　口 8,439人
　　男　 4,023人
　　女　 4,416人
　世帯数 4,448世帯

■今月の表紙 【結束力＝楽しさ無限大】

　８月６日、７日の２日間、盛谷港にて
中学生の櫂伝馬体験学習が実施されまし
た。毎年大崎上島町地域協議会や地域の
櫂伝馬運営委員会の協力で、学年ごとに
半日ずつ分けて行われているものです。
　「むずかしかったけど、みんなで息を
合わせて、力いっぱいレースができてよ
かった」など生徒たちは順々に感想を述
べました。「この学習を通して、みんな
で力を合わせることの大切さ・楽しさを
大事にしていってほしい」と、大崎上島
町地域協議会の榎本江司さんは話してい
ます。

子
ど
も
の
料
理
教
室

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
子
ど
も
料
理
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
の
年

代
は
幼
稚
園
児
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
。
役

場
栄
養
士
と
町
の
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
の
方
が
先
生
と
な
り
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
調
理
し
ま
し
た
。
具
た
っ
ぷ
り
の
パ
ン

ケ
ー
キ
と
カ
レ
ー
ス
ー
プ
、
デ
ザ
ー
ト
の
ス

イ
カ
を
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

高
野
小
の
と
も
だ
ち
と

　

７
月
24
日
、
25
日
の
２
日
間
、
木
江
小
学

校
と
庄
原
市
立
高
野
小
学
校
５
、６
年
生
が

木
江
地
区
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

今
回
島
を
訪
れ
た
高
野
小
の
子
ど
も
た
ち

に
、
島
の
魅
力
を
伝
え
、
友
情
を
深
め
る
た

め
、
櫂
伝
馬
体
験
や
海
水
浴
な
ど
盛
り
だ
く

緊張の一瞬。友達も見守ります

１日目の櫂伝馬体験（木江港）

さ
ん
の
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
別
れ
式
後
、
木
江
小
と
高
野
小
の
子
が

握
手
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
交
わ
す
な
ど
、
２
日

間
で
め
ば
え
た
友
情
の
深
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。

平
成
24
年
春
の
叙
勲
受
章

　

元
大
崎
上
島
町
議
会
議
員
尾
尻
公
雄

さ
ん
（
中
野
在
住
）
が
、
永
年
に
わ
た

り
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展

に
寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
、
平
成
24
年

春
の
叙
勲
に
お
い
て
「
旭
日
双
光
章
」

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

尾
お

尻
じり

公
きみ

雄
お

さん
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シーカヤックなど、島ならではのマリ
ンスポーツを楽しみました

みんなで楽しく海水浴

輪投げゲーム

第
８
回
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

７
月
16
日
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
大
崎
に
て

大
崎
上
島
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
主
催

の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
１
１
０
人
。
赤
組
・

白
組
・
青
組
・
黄
組
の
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
競
い
ま
し
た
。
応
援
合
戦
も
繰
り
広
げ
ら

れ
る
な
ど
、
介
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
も
一
緒
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ナ
ナ
ボ
ー
ト
・
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
意
中
の
人
を
投
票
し
て
も
ら
い
、

お
互
い
の
名
前
を
書
い
た
男
女
が
カ
ッ
プ
ル

に
。
投
票
の
結
果
、
５
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
ま
し
た
。

恋
の
お
と
ず
れ

　

８
月
26
日
、
大
串
海
水
浴
場
他
で
、
大
崎

上
島
町
商
工
会
青
年
部
主
催
の
婚
活
イ
ベ
ン

ト
「
あ
い
ら
ん
ず
か
っ
ぷ
る
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
在
住
の
男
性
18
名
と
、
町
内

お
よ
び
近
隣
市
町
在
住
の
女
性
15
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

大
崎
産
業
会
館
で
自
己
紹
介
を
終
え
る
と
、

大
串
海
水
浴
場
へ
移
動
し
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
バ

敬老会のご案内
　長年にわたり社会の発展に貢献された皆様の長
寿をお祝いするとともに、永年にわたるご尽力に
感謝の意を表したく、「平成24年度大崎上島町敬
老会」を開催いたします。
　ぜひご出席くださいますようご案内申し上げます。

日時　９月17日㈪　９時30分～
場所　東野地区　東野屋内運動場
　　　大崎地区　大崎小学校体育館
　　　木江地区　木江小学校体育館

対象者　町内に在住する75歳以上の方
　　　　（昭和13年４月１日以前生まれの方）

　敬老者の方にはバス等の送迎があります。

問福祉課（木江支所）　☎62-0301

島の魅力さがし講演会
　身近な生活文化の中から現代に合った島の宝を探
しませんか？
　島の魅力をどのようにして引き出していくか、島
の良さを引き出すための実施研修型の講演会です。

日時　９月15日㈯
　　　13時30分〜15時
場所　東野保健福祉センター

※入場は無料です。
　詳しくは各戸配布のチラシをご覧ください。

問企画振興課　☎65-3112

島の魅力をたっぷりと
　７月24日、25日の２日間、北広島町の大朝・新庄小学校
６年生が、大崎・東野小学校６年生との「海と山のふれあ
い交流」のため大崎上島町を訪れました。
　１日目は、大串海水浴場にて海水浴やシーカヤックで
ビーチ交流。２日目は、木江港で櫂伝馬の体験学習をしま
した。
　島の子どもたちは今年２月に北広島町を訪ねており、半
年ぶりに再会した友達との交流を深めました。
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島
で
合
宿
！
め
ざ
せ
春
高
バ
レ
ー

　

８
月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、
広
島
市
立

沼
田
高
校
の
女
子
バ
レ
ー
部
が
夏
合
宿
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
夕
方
ま
で
長
時
間
に
わ
た
る
厳
し

い
練
習
。
そ
れ
で
も
４
日
の
晩
は
、
木
江
地

区
で
開
催
さ
れ
て
い
た
花
火
大
会
に
行
っ
て
、

祭
り
の
夜
空
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
次
の
日
は

地
元
の
中
学
生
も
練
習
に
参
加
す
る
な
ど
、

内
容
の
濃
い
合
宿
を
終
え
ま
し
た
。

　

沼
田
高
女
子
バ
レ
ー
部
は
、
全
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
（
春
高

バ
レ
ー
）
に
２
大
会
連
続
出
場
を
果
た
し
て

お
り
、
現
在
は
３
年
連
続
出
場
を
め
ざ
し
て

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。東

野
屋
内
運
動
場
に
て

心
の
目
で
パ
シ
ャ
リ
☆

　

７
月
29
日
、
木
江
公
民
館
に
て
親
子
写
真

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
日
本
写

真
家
協
会
の
川
西
正
幸
さ
ん
（
写
真
右
）
を

東
京
か
ら
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

講
堂
で
カ
メ
ラ
の
設
定
や
、
撮
る
位
置
な

ど
を
学
ん
だ
あ
と
は
、
さ
っ
そ
く
外
に
出
て

の
実
践
。
人
物
を
か
っ
こ
よ
く
撮
る
コ
ツ
や
、

風
景
に
雰
囲
気
を
持
た
せ
る
コ
ツ
を
教
わ
り
、

親
子
で
カ
メ
ラ
マ
ン
と
モ
デ
ル
を
し
な
が
ら
、

楽
し
く
写
真
を
学
び
ま
し
た
。

化
学
っ
て
お
も
し
ろ
い
！

　

８
月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
、
広
島
新
生

学
園
（
東
広
島
市
）
の
小
学
４
年
生
か
ら
６

年
生
の
児
童
８
名
が
島
を
訪
れ
、
自
然
や
産

業
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

　

９
日
に
訪
れ
た
大
崎
工
業
㈱
広
島
工
場
で

は
、
工
場
長
の
上
杉
明
宏
さ
ん
が
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
液
体
が
振
る
だ
け
で
色
が
変
わ
る

化
学
実
験
を
披
露
し
、
化
学
の
お
も
し
ろ
さ

を
発
見
。
ま
た
、
工
場
内
の
見
学
や
、
学
校

で
は
滅
多
に
見
ら
れ
な
い
電
子
顕
微
鏡
で

１
万
倍
に
拡
大
さ
れ
た
ア
リ
や
花
粉
を
観
察

し
ま
し
た
。「
一
番
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は

化
学
実
験
。
自
分
で
も
こ
う
い
う
実
験
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
久
村
本
気
く
ん

は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
工
場
見
学
の
ほ
か
に
も
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
や
海
水
浴
な
ど
、
大
崎

上
島
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
み
ま
し
た
。

大
崎
工
業
㈱
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

実
は
日
本
で
一
番
最
初
に
道
路
の
白
線
塗

料
を
作
り
始
め
た
の
が
大
崎
工
業
㈱
。
今
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
製
造
に
欠
か
せ
な
い
物
質
を

主
に
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
テ
ッ
プ
ガ

イ
ド
（
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
）
や
道
路
の
滑
り
止

め
な
ど
、
交
通
安
全
の
デ
ザ
イ
ン
も
手
掛
け

て
い
る
そ
う
で
す
。
大
崎
工
業
㈱
の
製
品
は
、

繊
維
や
化
学
物
質
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
の

身
近
な
と
こ
ろ
に
隠
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

木江の古い町並みにてレクチャーを受ける参加者

魚
の
さ
ば
き
に
挑
戦
中　
　
　
　
　

小
林
弘
晃
さ
ん（
大
西
在
住
）宅
に
て

振ると中の液体と空気が反応して黄
色から青色に

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
実
施

　

８
月
10
日
、
11
日
の
２
日
間
、
体
験
交
流

型
修
学
旅
行
の
予
行
演
習
と
し
て
、
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
島
を
訪

れ
た
奈
良
学
園
中
学
校
30
名
の
子
ど
も
た
ち

は
、
各
民
泊
家
庭
に
預
け
ら
れ
、
島
な
ら
で

は
の
自
然
や
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
２
日
間
限
定
の
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
と
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ト
マ
ト
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
収
穫
を
手
伝
っ
た
り
、
船

に
乗
っ
て
魚
釣
り
を
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。

中
に
は
夜
に
星
を
見
に
行
き
、
お
だ
や
か
に

交
流
を
深
め
た
ご
家
庭
も
。

　

お
別
れ
式
で
は
握
手
や
抱
擁
で
別
れ
を
惜

し
み
、
船
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を
振
っ

て
見
送
り
ま
し
た
。
船
の
上
か
ら
は
、
子
ど

も
た
ち
の
「
ま
た
来
る
ね
！
」
と
元
気
な
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
運
営
面
で
は
、
渋
滞
の
影
響
で
到

着
が
遅
れ
た
際
の
対
応
や
、
雨
天
時
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
め
方
な
ど
の
課
題
も
見
つ

か
り
、
本
番
に
向
け
て
収
穫
の
多
い
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。
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今月は木江幼稚園

教
育
委
員
の
活
動
報
告

【
第
７
回
定
例
会
議
】

平
成
24
年
７
月
27
日
㈮

１　
議
事

●
日
程
第
１　

報
告
第
８
号

　

学
校
給
食
運
営
委
員
会
に
つ
い
て

●
日
程
第
２　

報
告
第
９
号

　

文
化
財
保
護
委
員
会
に
つ
い
て

●
日
程
第
３　

報
告
第
10
号

　

�

尾
三
地
区
文
化
財
保
護
委
員
会
連

絡
協
議
会
の
今
後
に
つ
い
て

●
日
程
第
４　

議
案
第
５
号

　

�

大
崎
上
島
町
立
小
中
学
校
の
管
理

及
び
学
校
教
育
法
の
実
施
に
関
す

る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

原
案
ど
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

●
日
程
第
５　

議
案
第
６
号

　

�

文
化
財
保
護
委
員
会
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

　

取
釜
宏
行
氏
に
委
嘱
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

任
期　

自
平
成
24
年
７
月
27
日

　
　
　
　

至
平
成
26
年
７
月
26
日

２　
そ
の
他

　

⑴
懸
案
事
項

　

⑵
そ
の
他

　
　

次
回
教
育
委
員
会
議

　
　

８
月
31
日
㈮

初めて種から植えたトウモロコシが大きく育ち、7月に収穫させていただきました（今年で３年目）。

気づき 考え やってみる

気づき

わーでっかい
ぼくの背より大きいね！

＊船を作って遊ぼう（５歳児）７名

＊山本さんちのトウモロコシ畑にて

＊野菜のおなかを見てみよう（３・４歳児）７名　複式学級

地域の人との交流

気づき 考え やってみる 確かめる・気づく

げんきで やさしく かがやく子
１学期から「ありがとう　返事　あいさつ
くつそろえ」を頑張ってきました。
地域のみなさん声かけを宜しくお願いします。

＊めざす子ども像

　○き　まりを守ってあいさついっぱい
　○の　びのびと歌声いっぱい
　○え　がおで友だちいっぱい

＊今年度の研究テーマ
「気づき　考え　やってみる」

野菜はどれかな？
野菜ではないものは？

野菜のおなかは
どうなっているかな？

種のあるものと
ないものを分けてみよう。 野菜を切って確かめよう。

船は浮かん
だけれど、
少し水が
入ったよ。

壊れたよ。
どうして
壊れたん
だろう？

よし、
壊れない
船を
作るぞ。

つぶつぶがいっぱい！
もぎたては、
生で食べてもあまいね。

【教育目標】

5



今
年
は
女
性
も
海
原
へ
！

　

今
年
は
櫂
伝
馬
競
漕
に
て
女
性
の
部

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
女
性
た
ち
が
集
ま
っ
た
「
女

子
櫂
（
下
写
真
）」、
広
島
商
船
の
学
生

「
広
島
商
船
」、
そ
し
て
竹
原
櫂
伝
馬
保

存
会
か
ら
参
戦
し
た「
ひ
め
」の
３
チ
ー

ム
が
出
場
。
湾
内
で
リ
ー
グ
戦
が
行
わ

れ
、
男
子
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
迫
力
で

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

一
方
、
男
子
は
全
５
レ
ー
ス
が
終

わ
っ
た
時
点
で
天
満
と
郷
が
同
点
。
最

終
ジ
ャ
ッ
ジ
は
郷
と
天
満
の
一
騎
打
ち

と
な
り
ま
し
た
。
観
客
の
声
援
が
港
に

響
く
中
、
優
勝
は
天
満
が
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

島
の
祭
り
を
ね
ら
え！

写真：弓張岩祭り弓道大会

　７月29日㈰、猛暑の中、木江中
川弓道場では島内外の弓道愛好家
が、日頃の鍛錬の成果を競い合い
ました。また、弓張岩祭りの神事
は、弓張り岩前（沖浦）にて、厳
かに執り行われました。

木江の花火大会。打ちあがるたびに大歓声優勝を喜びあう女子櫂チーム

神輿をかついで御座船へ

弓張岩

きのえ十七夜祭
８月４日土
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海
岸
通
り
は
大
熱
狂
！

　

風
と
潮
の
流
れ
で
混
戦
が
目
立
っ
た

今
年
の
櫂
伝
馬
競
漕
。
海
で
は
勇
ま
し

い
掛
け
声
、
海
岸
通
り
で
は
声
援
が
響

き
ま
し
た
。

　

競
漕
の
合
間
に
行
わ
れ
る
近ち

か

せ
ん
ご

（
櫂
伝
馬
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
）。
今
年
は

50
代
以
上
の
水
夫
が
中
心
と
な
っ
た

チ
ー
ム
で
の
競
漕
が
あ
り
ま
し
た
。
前

線
か
ら
退
い
て
い
る
人
も
多
く
、
昔
を

懐
か
し
む
よ
う
に
い
き
い
き
と
し
た
水

夫
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。「
今

も
世
話
人
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
人
も

い
る
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
競
漕
に
出
る
の

は
格
別
」
と
、
参
加
者
の
方
々
は
話
し

て
い
ま
す
。

雨
な
ん
て
吹
き
飛
ば
せ
！

　

雨
天
の
た
め
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
大
崎
上
島
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
し
か
し
、
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
を
は
じ
め
当
日
出
演

予
定
だ
っ
た
い
く
つ
か
の
団
体
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
発
表
が
、
急
き
ょ
産
業
会
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
出
演
者
は
皆
こ
の
日
の
た
め
に
練
習

し
て
き
た
の
で
、
ど
う
し
て
も
や
り
た

か
っ
た
ん
で
す
。
音
響
に
詳
し
い
人
や
、

手
伝
っ
て
く
れ
た
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の

お
か
げ
で
、
ス
テ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
、
音
楽
協

会
の
幸
家
大
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

９
月
16
日
㈰

　
古
社
八
幡
神
社
秋
祭
り

９
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

　
中
野
八
幡
神
社
秋
祭
り

10
月
20
日
㈯

　
日
吉
神
社
秋
季
大
祭

実
況
・
解
説
で
競
漕
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
た
岡
本
哲
和
さ
ん
（
右
）
と
亀
井
貴

司
さ
ん
（
左
）

子
ど
も
櫂
伝
馬
優
勝
は
中
学
３
年
生

優
勝
は
白
水
区

な
ぎ
太
鼓

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
演
奏

ひがしの住吉祭
８月13日月

大崎上島サマー
フェスティバル
８月14日火 ブラスバンド演奏

秋祭りイベント情報
　いずれも観覧無料。奴踊りや
稚児行列など、祭りによって催
しはさまざまです。
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http://www.hiroshima-cmt.ac.jp/ http://www.osakikamisei-h.irohsima-c.ed.jp/

　毎年７月１日から７月31日までの１カ月間を「海の月
間」として体験乗船、施設見学等の様々なイベントが展
開されています。本校の練習船広島丸も大崎上島町、北
九州市で体験航海を、尾道市では一般公開イベントを行
いました。

　15日に行った北九州
市門司港における体験
航海では、入港記念式
典をはじめ熱烈な歓迎
を受けました。

　22日に尾道市で行われた海フェスタでは、炎天下に
もかかわらず、2,000人を超える方が見学に来られまし
た。午前午後それぞれ２時間の公開を行い、案内する学
生・教職員が休む間もないほどの好評でした。見学され
た方から「学校はどこにあるの」と聞かれた際には、観
光マップを片手に大崎上島町
を説明し、「町の PR にも貢
献できたかな」と感じました。
しかし、用意した観光マップ
も好評で、午前中のうちにな
くなってしまい、「もう少し
持参すればよかった」と思い
ました。

　８月12日にオープンスクール
を開催しました。当日は残暑厳
しい時期でしたが、約370名の
方に参加頂きました。
　午前中は全体説明の後、生徒
には講座体験をしてもらい、保
護者には学校説明を行いました。
　昼食体験の後、午後からは学
生寮や練習船の見学を実施しました。
　広島県内全域、また遠くは宮城県からの参加もあり、
フェリー関係者をはじめ、たくさんの方々のご協力をい
ただきました。この場をお借りして、お礼申し上げます。

　７月25日から27日、２年生６名の生徒が、国立江田島
青少年交流の家で行われた合同学習合宿に参加しました。
本校は、県の学力向上支援事業『ステップアップハイス
クール』の指定を受けており、その事業の一環として
行われたものです。ま
た、今年は本校がその
幹事校を務めておりま
す。合宿では、県内19
校の生徒が学校の枠組
みを超えて、互いに切
磋琢磨しながら学習に
励みました。

　８月７日、大崎上島中学校理科室において、サイエン
ス部生徒による中学校出前講座を実施しました。内容は、
昨年度の広島県科学セミナーで学んだ実験を中学生向け
にアレンジしたものです。オキシドール、うがい薬、片
栗粉、炭酸飲料を用いて３分計をつくりました。化学反
応を利用して、３分で色が変わるようにチャレンジしま
した。また、その
原理も説明しまし
た。受講した中学
生からは「先輩方
が親切に教えてく
ださったおかげで
楽しかった」とい
う感想が寄せられ
ました。

　８月７日、１年生24名が、学問研究や職業への関心を
高め、将来への夢を膨らませることを目的に、広島大学
オープンキャンパスに参加しました。生徒たちは、各学
部で行われた模擬授業や施設、研究室の見学に参加する
など、希望する進路の実現に向けて、意識を高めました。

海の月間イベントで広島丸が大活躍

オープンスクールを開催しました

合同学習合宿

サイエンス部中学生対象出前講座

広島大学のオープンキャンパスに参加

情
報
プ
ラ
ザ
・
エ
ル

☆返信� 野島　伸司
☆誰がための刃� 知念実希人
☆紙の月� 角田　光代
☆ラブソファに、ひとり� 石田　衣良
☆鳥のうた、魚のうた� 小島　水青
☆彼女の存在、その破片� 野中　　柊
☆サッカーの神様をさがして� はらだみずき
☆箱庭旅団� 朱川　湊人

つくしの会
絵本のよみかたり

９／15㈯　10：30〜

絵本
「つきのよるの

ものがたり」他

日 月 火 水 木 金 土
9/2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 10/1 2 3 4 5 6

開館時間 10：00 〜 18：00

休

真剣に取り組む参加19校の生徒たち

出前講座の様子
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　At the beginning of August a relative from New 
York came and visited Hiroshima.   I have three half-
brothers, and Eugene is the son of one of these older 
brothers.  Technically speaking I would call him my 
nephew, but since I am 29 and he is 21 he feels more 
like a cousin.  Prior to August Eugene was studying 
Japanese for two months in Hakodate in Hokkaido, 
and before returning to the U.S. he came to Hiroshima 
Prefecture to visit Ayako and me.  On August 5th we 
met him at Hiroshima Airport, and then we stayed 
the night with a friend in Akitsu.  The morning of 
the 6th we took a 6am train to Takehara and then 
the Kaguyahime Bus to Hiroshima City for the Peace 
Memorial Ceremony.  The ceremony is only from 
8-9am, but throughout the day and into the night there 
are many other events going on.  After the ceremony 
we went to the Peace Memorial Museum, and in an 
underground room we listened to four Atomic Bomb 
Survivors speaking in English about their experiences.  
In the evening we joined the Floating Lantern 
Ceremony, and at 10:15pm (8:15am in the U.S.) we went 
and watched the city mayor give a speech in English.  
I also went last year, so this time was my second time 
going to the ceremony.  If I can I’d like to attend every 
year as long as I’m living in Hiroshima.
　After staying the night at a hotel in the city, the next 
day we went to Hiroshima Castle, Miyajima, and then 
took a shinkansen to Mihara.  The following morning 
we came to Osakikamijima, had a picnic on Okushi 
Beach, went to the Seifukan onsen in the evening, 
and then watched a new Studio Ghibli movie at home.   
The next day Eugene went to Hiroshima Airport and 
returned to the U.S.  For me this trip was a lot of fun.  
Not only was I able to see a relative who I hadn’t seen 
in a long time, but it was also great being able to go to 
Mister Donut, Starbucks, McDonald’s, and other stores 
in the city.  The population of Hiroshima City is about 
equal to that of my hometown of Tucson.  It’s not too 
big and not too small, so I always feel comfortable 
there and I could see myself living there in the future.  
Also, if I do end up living in Hiroshima City it won’t be 
that far from Osakikamijima, and that means it wouldn’t 
be too hard for me to come and visit!

　８月の初めにアメリカのニューヨーク州から私の親戚
が広島を訪ねてきました。私には異母兄弟が３人います。
８月に来たユジーンは年上のお兄さんの息子なので正確
に言えば私の甥なのですが、私は29歳で彼は21歳なので
甥というより従弟のような感じがします。ユジーンは８
月までの２か月間北海道の函館市で日本語を勉強してい
て、アメリカに帰る前に私とアヤコに会いに広島県に来
てくれました。８月５日に広島空港に迎えに行って、翌
日の朝早く広島市に行くために安芸津町に住んでいる
ALTの友達の家に泊まりました。６日の朝の６時ごろ
電車で竹原まで行って、かぐや姫バスで広島市に平和記
念式典を見に行きました。式典は朝の８時から９時まで
だけなのですが、夜までたくさんの催しがあります。私
達は式典の後、平和記念資料館に行って、地下の部屋で
４人の被爆者の方々が被爆したときのことを英語で話し
てくださるのを聞きました。夕方に灯篭流しに参加して、
夜の22時15分（アメリカの朝の８時15分）に私達は広島
市長が英語でスピーチをするのを見に行きました。去年
も私は平和記念式典を見に行ったので今回で２回目でし
た。できれば私は広島県に住んでいる間毎年この式典を
見に行きたいと思います。
　その夜に市内のホテルに泊まって、次の日に広島城や
宮島に行ったりして観光を楽しみ、夜に新幹線で三原市
に帰りました。翌朝大崎上島に戻り、大串ビーチでピク
ニックをして、夕方に清風館の温泉に入り、夜寝る前に
新しいスタジオジブリの映画を見ました。そして次の日
にユジーンは広島空港からアメリカに帰りました。この
旅行は私にとって楽しいものでした。久しぶりに親戚に
会えるだけではなく、広島市内のミスタードーナッツ、
スターバックス、マクドナルドなどの島にない店に行け
たので最高でした。広島市は私の故郷のツーソンの人口
とはほとんど一緒で、大きすぎず小さすぎない街で、私
にはとても居心地がいいので将来は広島市内に住みたい
と思います。また、もし広島市に住むことができたら大
崎上島に近いので島を訪ねるのはそんなに難しくないで
すよね。

ニューヨークから来た親戚との旅行
文・訳：パトリック・マーフィー
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　下肢静
じょう

脈
みゃく

瘤
りゅう

の病因は静脈弁不全よる一次性静脈瘤と
静脈血栓の血流再開後におこる二次性静脈瘤、動静脈奇
形を伴う先天性静脈瘤に分類されます。また下肢静脈瘤
の病変部は、表在静脈、深部静脈、穿

せん

通
つう

枝
し

（表在静脈か
ら深部静脈への交通枝）があります。これらの病因や病
変部により，下肢静脈瘤の治療法は異なります。
　手術を必要とするのは、下肢のだるさ・重い感じ・腫

は

れ・痛み・こむらがえりなどの症状がひどい場合、下肢
の湿疹・皮膚潰

かい

瘍
よう

が治らない、痛みのある結節がある、
静脈瘤からの出血を認める場合など、さらに美容的な目
的の場合もあります。一方で、妊娠中や末梢動脈に異常
がある場合、出血傾向がある場合、皮膚炎症がひどい時
期、リンパ浮

ふ

腫
しゅ

がある場合には手術をしない方が良いと
されています。
　一次性静脈瘤では手術による表在静脈逆流遮断、不全
穿通枝遮断および静脈瘤切除が考えられます。そのうち
大伏在静脈高位結

けっさつ

紮術、ストリッピング術による表在静
脈逆流遮断が最も重要と考えられています。静脈瘤切除
は瘤切除とともに不全穿通枝遮断することにもなり、表
在静脈逆流遮断と一緒に行われています。大伏在静脈高
位結紮術は局所麻酔で行います。ストリッピング術を行
う場合は静脈血管周囲の浸潤麻酔を併用して行います。
日帰り手術も可能ですが、合併症の有無を確認するため
に、当院では入院治療を行っています。主な合併症は静
脈抜去部の皮下出血、疼痛、リンパ漏、創部感染などで
す。手術治療を希望されない場合には，弾性ストッキン
グによる圧迫療法をお勧めしています。

　 I らんどは大崎上島町の委託障害者相談支援事業です。
　生活のしづらさを抱えている方、ご家族や地域の方か
らの相談にも応じています。

　 I らんどでは、自立生活のお手伝いとして、料理教室
を開催しています。みんなでワイワイガヤガヤ楽しみませ
んか。お気軽に参加してください。

 料理教室　第３弾
日時　９月30日㈰　10：00～13：30
場所　第２ふれあい工房　食堂
　　　大崎上島町中野5522-36（サポートおおさき内）
費用　会費として500円
申込方法　�９月26日㈬までに、 I らんどに連絡してく

ださい。電話・Fax・E-mail なんでも可。

 第５回　サポートファイル書き方勉強会
　サポートファイルとは、本人に関する支援内容や情報
整理をしたものです、保護者の監視能力が低下した際、
保護者にかわり、本人の支援者（福祉施設、学校、病院
等）に対して、漏れのない正確な情報を伝える際の手助
けになるものです。
　福祉課や I らんどの職員と一緒に、ご自分やご家族
のサポートファイルを作っていきましょう。
日時　10月５日㈮　13：30～14：30
場所　ふれあい農園

連 絡 先
　大崎上島町生活サポートセンター
　 I らんど（担当：底押）
　☎0846−64−4416（以前と同じです）
※�電話は転送することがありますがそのままお待ちくだ
さい。
　Fax0846−67−5118（番号が変わりました）
　E-mail　hureai-iland@osakifukushikai.jp

受付の曜日と時間　　月〜金曜日　8：30〜17：00
※相談は無料です。秘密は固く守ります。
　まずはご連絡ください。

下肢の静脈瘤について
県立安芸津病院　院長　濵中喜晴
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　初秋は夏の疲れと季節の変わり目で体調が崩れやすい
時期。そんな時に豚肉と玉ねぎを組み合わせ、夏バテ解
消を図りました。豚肉にはたん白質はもちろんのこと、
ビタミンB1が豊富です。ビタミンB1は「燃焼系ビタミ
ン」とも言われ、ご飯やパン、麺類などに多い糖質を完
全燃焼させてエネルギーを作り、疲労物質を残しません。
玉ねぎには臭いや辛味の成分のアリシンが含まれていま
す。アリシンはビタミンB1の吸収を助ける働きがあり、
豚肉と玉ねぎを組み合わせることでビタミンB1の体内
への吸収アップが図れます。
　今回は豚肉の中でも脂肪分の少ない豚もも肉を使い、
主菜にしては低カロリーでしかも調理時間も短く、お買
い得感のある料理に仕上げました。

◎材　料　　　 分量（４人分 )
豚もも肉（薄切）240g、玉ねぎ中1/2個

Ａ
 トマトケチャップ大さじ4、サラダ油小さじ2
　 ウスターソース小さじ4、カレー粉小さじ1
かいわれ大根1/2パック
レタス4枚、プチトマト8個
◎作り方
①　豚もも肉はひと口大に切る。
②　Ａの調味料を混ぜ合わせておく。
③　�玉ねぎは薄切りにし、②の調味料と混ぜ合わせる。
④　�鍋に水を入れ、煮立ったら豚肉を入れ、すぐにはしで混
ぜる。もう１度煮立ったら取り出し、③の中に漬け込む。

⑤　�かいわれ大根は根を切り落し、約1㎝の長さに切る。
⑥　�お皿に④のソースマリネを盛り、上にかいわれ大根
を散らし、レタス、プチトマトを添える。

〜短時間クッキングでおいしく〜

エネルギー　142kcal
たん白質　13.7g
脂質　5.3ｇ
塩分　0.9ｇ

豚もも肉のソースマリネ

〜こどもを事故から守ろう！〜
　「人口動態統計年報」（厚生労働省）によると、広島
県では不慮の事故による乳幼児（生後から満１歳未満）
の死亡者数が平成18年度より増加傾向に転じています。
とくに、０歳児は窒息死、１～４歳児は交通事故が最多
となっています。
　全国では、事故発生場所は「家」が占める割合が圧倒
的です。もう一度身の回りの危険を確認し、こどもの事
故を防ぎましょう。また、意識がないなどの状況がおこっ
た時、心肺蘇生法が行えるよう図を参考に、再度方法を
確認しておきましょう。

こどもの心肺蘇生法

　窒息やおぼれによって昏睡状態になっている場合は、
　119番通報と応援・AEDを依頼して、すぐに心肺蘇
生を開始しましょう。

こどもの救急電話相談
（相談受付19：00～翌朝8：00、365日）

☎ #8000（局番なし）
☎082-505-1399
（携帯電話可能、IP 電話、ひかり電話からはこの
電話番号でおかけください）

引用・参考：こどもの安心・安全ガイドブック（広島県）
リーフレットこどもを事故から守ろう！とっ
さの手当て心肺蘇生法（広島県）
ホームページ救急医療Net Hiroshima

ポイント
　９月は健康増進普及月間と合わせて食生活改善普及運
動が実施されます。生活習慣病の発症と進行を防ぐとと
もに健康寿命を延ばすことをめざしていく必要があり、
そのためには生活習慣の改善、とりわけ食生活の改善が
重要な課題になっています。
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106

障
が
い
者
の
私
に
で
き
る
こ
と

岐
阜
県
・
岐
阜
県
立
岐
阜
聾
学
校
中
学
部
三
年

河か
わ
い合　

茉ま

奈な

　

私
は
、
生
ま
れ
つ
き
聴
覚
に
障
が
い
を

持
っ
て
い
ま
す
。
大
き
い
音
は
聞
こ
え
ま
す

が
、
声
が
濁
っ
て
聞
こ
え
て
し
ま
う
た
め
、

男
の
人
の
声
と
、
女
の
人
の
声
の
区
別
も
つ

き
に
く
か
っ
た
り
、
突
然
音
が
し
て
も
何
の

音
か
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
う
し
ろ
か
ら
話

さ
れ
る
と
、
聞
き
と
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が

多
い
で
す
。

　

私
は
、
小
学
校
ま
で
普
通
学
校
に
通
っ
て

い
ま
し
た
。
友
達
と
は
手
話
な
ど
を
使
わ
ず
、

読
話
（
話
し
手
の
唇
の
動
き
や
顔
の
表
情
か

ら
話
の
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
。）で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
何
を
言
わ
れ
て
い
る
か
分
か

ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
聞
き
返
せ
な
か
っ
た

私
は
、
分
か
っ
た
ふ
り
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
私

は
、
こ
の
学
校
に
聞
こ
え
な
い
人
が
一
人
し

か
い
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
が
聞
こ
え
な
い

こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
聞
こ
え
る
人
と

同
じ
よ
う
に
し
た
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
を
続
け
て
い
て

も
、
い
い
方
向
に
は
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
ん
だ
ん
自
分
に
自
信
が
持
て
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
だ
ん
だ
ん
、
そ
ん
な
自

分
が
嫌
に
な
り
、
自
分
を
変
え
た
い
と
思
い
、

中
学
校
か
ら
聾
学
校
に
行
く
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
聾
学
校
に
入
っ
て
、
ま
ず
私
が
衝
撃

を
受
け
た
こ
と
は
、
み
ん
な
自
分
の
思
い
を

伝
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
強
く
、
そ
の
た

め
に
、
手
話
が
分
か
ら
な
い
健
聴
者
に
対
し

て
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
伝
え
た
り
、
そ
れ
が
伝

わ
ら
な
い
と
分
か
る
と
、
筆
談
で
伝
え
て
い

た
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
何
気
な
い
会
話
で

も
積
極
的
に
話
し
か
け
、
健
聴
者
の
方
も
理

解
し
て
く
れ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
姿
を
見

た
と
き
は
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
以
前

の
私
は
、
健
聴
者
と
は
用
事
が
あ
る
と
き
し

か
、
関
わ
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
関
わ
る
こ
と
さ
え
避
け
て
い

ま
し
た
。
私
は
聾
学
校
の
人
た
ち
を
見
た
と

き
、
健
聴
者
に
差
別
し
て
ほ
し
く
な
い
と

思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
実
は
、
私
の
ほ
う
が
、

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
自
分
と
向
き
あ
っ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
の
私
は
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
ダ
メ

だ
と
思
い
、
少
し
ず
つ
自
分
を
変
え
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
私
は
電
車
の
切
符
を
買
お
う
と

思
い
、
窓
口
に
向
か
い
ま
し
た
。
駅
員
さ
ん

と
の
会
話
が
分
か
ら
ず
、
恥
ず
か
し
か
っ
た

け
れ
ど
「
聞
こ
え
な
い
の
で
筆
談
し
て
く

だ
さ
い
。」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

駅
員
さ
ん
は
ニ
コ
っ
と
笑
っ
て
、
す
ぐ
メ
モ

帳
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
取
り
だ
し
、
筆
談
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
私
は
勇
気
を
出

し
て
言
っ
て
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

今
ま
で
の
私
な
ら
、
そ
の
一
言
が
言
え
ず
、

切
符
を
買
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
こ
う
い
っ
た
経
験
を
た
く
さ
ん
し
て
い

く
中
で
、
私
は
少
し
ず
つ
だ
け
ど
、
変
わ
っ

て
ゆ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
障
が

い
を
隠
し
て
ゆ
く
こ
と
は
何
も
得
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り

も
、
包
み
隠
さ
ず
に
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分

を
知
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
生
活
し
て
い
き

や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
手
を
さ
し
の
べ
て
も
ら
う
の
を
待
つ
ば

か
り
で
な
く
、
自
分
か
ら
お
願
い
す
る
こ
と

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
優

し
く
手
を
さ
し
の
べ
て
く
だ
さ
る
人
が
た
く

さ
ん
い
る
の
で
す
。

　

私
は
今
、
聞
こ
え
な
い
か
ら
嫌
だ
と
か
、

恥
ず
か
し
い
と
か
は
思
わ
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
ま
ま
の
自
分
で
も
い
い
と
、
前

向
き
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
が

好
き
に
な
り
ま
し
た
。
聞
こ
え
な
い
こ
と
は

不
便
だ
と
思
う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
け
ど
、

聞
こ
え
な
い
こ
と
を
他
で
補
う
こ
と
が
出
来

る
こ
と
も
あ
る
し
、
出
来
な
い
と
き
は
仕
方

が
な
い
こ
れ
が
私
な
ん
だ
と
吹
っ
切
る
こ
と

も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
誰

か
を
助
け
ら
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
も
経
験
し
ま
し
た
。
こ
の
前
、

電
車
を
降
り
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
電
車
と

ホ
ー
ム
ま
で
に
段
差
が
少
し
あ
り
、
赤
ち
ゃ

ん
を
の
せ
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
な
か
な
か
降
ろ

せ
な
く
て
困
っ
て
い
る
女
の
人
を
見
か
け
ま

し
た
。
私
が
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
前
の
手
す
り
を

持
ち
、
お
ろ
し
た
ら
、
そ
の
女
の
人
は
ニ
コ

リ
と
笑
い
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を

聞
い
て
、
私
は
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
助
け
ら
れ
て
い
る
、

と
思
っ
て
い
た
私
で
も
、
他
の
人
を
助
け
る

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
の
理
想
は
、
障
が
い
が
あ
る
、
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
支
え
合
い
な

が
ら
生
き
て
い
く
社
会
で
す
。
障
が
い
者
だ

か
ら
と
い
っ
て
助
け
て
も
ら
う
ば
か
り
で
は

な
く
、
障
が
い
者
の
方
も
出
来
る
範
囲
で
人

を
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
・
・
・
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
互
い
に
支
え
あ
う
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
は
、
こ

れ
か
ら
健
聴
者
の
方
に
聞
こ
え
な
い
人
の
こ

と
を
も
っ
と
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
色
々

な
と
こ
ろ
に
参
加
し
て
、
聞
こ
え
な
い
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
を
伝
え
、
難
聴
者
と
健
聴

者
の
架
け
橋
に
な
る
よ
う
、
努
力
し
た
い
で

す
。

　

誰
も
が
住
み
や
す
い
社
会
に
な
る
た
め
に

…
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
主
催
第
31
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
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竹原市役所１階消費生活相談室
☎ 0846 − 22 − 6965

月〜金曜日　10：00 〜 12：00
13：00 〜 16：00

大崎上島町役場　産業観光課（本庁）
☎ 65 − 3123

奇数月の第１金曜日（9月は 14 日に変更）
10：00 〜 12：00、13：00 〜 15：00

〜通信販売で買った商品はクーリング・オフの対象外です！〜

消
費
生
活
情
報 

　108

問竹原警察署　☎ 0846 － 22 － 0110　　大崎上島分庁舎　☎ 62 － 0110

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ 

【事例】
　ネット通販で自動車のハンドルを販売していた。サイトの写真では濃い茶色
のハンドルだったので、購入した。しかし、届いた商品の色が思っていた色よ
り薄く、業者に返品を申し出たが、応じてもらえなかった。クーリング・オフ
ができるのではないか？（20代男性）

【アドバイス】
　相談者には通信販売はクーリング・オフの対象外であり、返品については業
者の返品特約によることを説明し、「明らかに違う色が届いたのなら、返品交
換もできると思うが、自分の思っている茶色のイメージと違うというような場
合には難しいだろう」と説明しました。
　通信販売は在宅で様々な商品を購入できて便利ですが、購入前に実物を見たり手に取ったりできないため、
「イメージと違う」「サイズが合わない」などのトラブルになることがあります。訪問販売などの特定の販売方
法で商品を購入した場合にはクーリング・オフの対象になりますが、カタログ等で商品を確認した上で契約で
きる通信販売はクーリング・オフの対象外です。通信販売業者が返品特約を定めている場合にはそれによりま
すから、返品不可」となっていれば、返品できません。もし、返品の定めがなければ、商品が到着して８日間
以内は消費者が送料負担すれば返品できます。
　面倒でも、契約の詳細な内容や返品のルールについてよく確認してから申し込むようにしましょう。

消費生活
相談窓口

９月11日は“警察相談の日”です‼
～安全・安心な大崎上島町の実現～

警察の相談ダイヤル「#9110」
☆９月11日は “ 警察相談の日 ”
　�警察では、警察総合相談電話「#9110」番にち
なんで、９月11日を “ 警察相談の日 ”と定め、「警
察の　相談ダイヤル　#9110」をスローガンに、
警察の相談窓口の利用を呼びかけています。

☆「110番」は緊急通報、相談事は「#9110」番へ
　�交通事故や強盗、ひったくり等の緊急の場合は
「110番」に、生活の安全について不安や危険を
感じているなどの困りごとを相談したいときは
「#9110」番を利用しましょう。

☆警察相談「#9110」番の受付時間
　月〜金曜日　８時30分〜17時15分
　（土日祝・12月29日〜１月３日を除く）

※ワンポイントアドバイス
　�交通ルールを正しく理解し遵守することは、ドラ
イバーの義務であるとともに、安全運転の基本で
す。
○一時停止場所ではきちんと止まりましょう。
○シートベルトを装着して運転しましょう。
○車両を運転するときは、免許証を必ず携帯しま
しょう。
※秋の全国交通安全運動が始まります！
　実施期間
　　平成24年９月21日㈮から
　　９月30日㈰までの10日間
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漁
業
集
落
排
水
へ
の
ご
加
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

漁
業
集
落
排
水
に
加
入
さ
れ
る
場
合
は
、

宅
内
の
排
水
設
備
を
「
公
共
ま
す
」
へ
つ
な

ぐ
排
水
設
備
工
事
の
手
続
き
を
町
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
ま

す
と
漁
業
集
落
排
水
使
用
料
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

生
活
環
境
の
改
善
と
河
川
等
の
水
質
改
善

の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
大
崎
上
島
町
上
下
水
道
課　

管
理
係

　

〒
７
２
５

－

０
３
０
１

　

大
崎
上
島
町
中
野
２
０
６
７

－

１

☎
64

－

３
５
１
３

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
試
験
を
行
い
ま
す

実
施
日　

11
月
25
日　

12
時
45
分
か
ら
15
時

実
施
場
所

　

広
島
会
場(

広
島
県
情
報
プ
ラ
ザ)

　

福
山
会
場(

Ｊ
Ｆ
Ｅ
福
山
会
館)

　

三
次
会
場(

み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー)

申
込
受
付　

９
月
18
日
か
ら
10
月
９
日
ま
で

問
申
上
下
水
道
課　

☎
64

－

３
５
１
３

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
更
新
講
習
を
行
い
ま
す

対
象
者

　

広
島
県
下
水
道
協
会
（
旧
日
本
下
水
道
協

会
広
島
県
支
部
）
に
責
任
技
術
者
と
し
て
登

録
を
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
お
持
ち
の
下
水

地
積
に
関
す
る
測
量
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
地
図
（
地
籍
図
）
と
簿
冊
（
地
籍
簿
）

を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

▼
地
籍
調
査
の
必
要
性

　

現
在
法
務
局
に
あ
る
公
図
は
、
明
治
時
代

の
図
面
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

境
界
や
土
地
の
面
積
は
、
実
際
の
形
状
や
大

き
さ
、
地
目
と
合
致
し
な
い
場
合
が
見
ら
れ
、

公
図
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
境
界
や
土
地
の
面
積
な

ど
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
地
籍
調
査
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
地
籍
調
査
の
メ
リ
ッ
ト

公
共
事
業
の
円
滑
化
、
災
害
の
復
旧
、
土

地
取
引
の
円
滑
化
、
土
地
に
か
か
る
ト
ラ

ブ
ル
の
未
然
防
止
、
課
税
の
適
正
化
な
ど

▼
今
年
度
の
調
査
区
域

10
月
よ
り
、
東
野
地
区
（
大
豊
広
、
大
琴

島
、
小
琴
島
、
咽
口
、
宮
ケ
浜
、
古
社
谷
、

前
古
社
谷
、
胡
ケ
鼻
、
才
之
元
、
板
垣
内
、

宮
之
下
、
東
畑
ケ
、
森
末
条
、
馬
場
）
の

一
筆
地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
に
は
、
皆
さ
ん
の
立
会
が
必
要
で
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

土
地
所
有
者
等
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ
は
、

書
面
で
ご
案
内
し
ま
す
。

問
産
業
観
光
課　

地
籍
調
査
係（
大
崎
支
所
）

　

☎
64

－

３
５
１
２

漁
業
集
落
排
水
ご
加
入
の
お
願
い

　

漁
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
り「
公
共
ま
す
」

を
設
置
さ
れ
た
皆
様
へ

　
「
公
共
ま
す
」
の
設
置
を
個
人
の
私
有
地

に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、

就
業
構
造
基
本
調
査
を
行
い
ま
す

　

総
務
省
統
計
局
（
大
崎
上
島
町
）
で
は
、

10
月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
ふ
だ
ん
仕
事
を
し
て
い
る

か
ど
う
か
や
、
就
業
に
関
す
る
希
望
な
ど
に

つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
結
果
は
各
種
雇
用
政

策
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
な
ど
の
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
。

　

調
査
員
が
調
査
対
象
地
域
の
世
帯
に
伺
い

ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調

査
員
は
広
島
県
知
事
の
発
行
し
た
調
査
員
証

を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
。

調
査
対
象　

15
歳
以
上
の
方

問
企
画
振
興
課　

☎
65

－

３
１
１
２

地
籍
調
査
を
行
い
ま
す

　

地
籍
調
査
と
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
所
有

者
・
地
番
・
地
目
な
ど
の
調
査
や
、
境
界
・

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
証
の
有
効
期

限
が
平
成
24
年
12
月
31
日
ま
で
の
方

※�

対
象
者
に
は
、
更
新
案
内
を
広
島
県
下
水

道
協
会
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

実
施
日
・
場
所

　

広
島
会
場　

11
月
16
日

　

福
山
会
場　

11
月
13
日

　

三
次
会
場　

11
月
８
日

申
込
期
間　

９
月
３
日
か
ら
９
月
14
日

問
申
上
下
水
道
課　

☎
64

－

３
５
１
３

果
樹
共
済
被
害
申
告
の
受
付

　

果
樹
共
済
の
被
害
申
告
を
受
付
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
収
穫
前
に「
損
害
通
知
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
半
相
殺
減
収
総
合
一
般
方
式

３
割
以
上
収
穫
量
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
方
。

▼
災
害
収
入
共
済
方
式

収
穫
量
の
減
収
が
あ
り
２
割
以
上
収
入
減
が

見
込
ま
れ
る
方
。

※�

被
害
調
査
後
に
被
害
が
進
行
し
た
場
合
は

再
評
価
し
ま
す
の
で
、
そ
の
都
度
被
害
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
後
の
被
害
調

査
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

申
告
受
付
日
程

極�

早
生
・
早
生
う
ん
し
ゅ
う
→
９
月
中
旬
か

ら
10
月
上
旬

普�

通
う
ん
し
ゅ
う
・
い
よ
か
ん
・
指
定
か
ん

き
つ
→
10
月
中
旬
か
ら
随
時
受
付

提�

出
期
日　

遅
く
と
も
収
穫
の
一
週
間
前
に

提
出
又
は
連
絡
。

問
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
南
部
竹
原
支
所

　

☎
０
８
４
６

－

45

－

５
３
２
７
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大
崎
上
島
中
学
校
よ
り

　

７
月
号
の
県
選
手
権
出
場
者
紹
介
で
掲
載

漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
紹
介
し

ま
す
。
７
月
21
日
、
22
日
に
開
催
さ
れ
た
県

選
手
権
大
会
で
は
、
多
く
の
生
徒
が
自
己
新

記
録
を
出
し
、
次
に
繋
が
る
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

�

３
時
間
ま
で
３
千
円
、
延
長
１
時
間
ご
と

千
円
加
算

小
広
間
（
10
畳
）

　

�

３
時
間
ま
で
千
円
、
延
長
１
時
間
ご
と

３
０
０
円
加
算

カ
ラ
オ
ケ
機
器

　

�

１
曲
１
０
０
円
（
11
月
30
日
ま
で
利
用

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
・
通
常
は
１
曲

２
０
０
円
）

※�

ふ
れ
あ
い
の
館
の
施
設
内
容
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
（
メ

ニ
ュ
ー「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」→
健
康「
ふ

れ
あ
い
の
館
」
を
ク
リ
ッ
ク
）。

予
約
・
問
大
崎
上
島
町
ふ
れ
あ
い
の
館

☎
64

－

４
２
０
０

大
崎
上
島
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

日
時　

９
月
30
日
※
雨
天
中
止
・
小
雨
決
行

集
合
場
所　

大
西
港
フ
ェ
リ
ー
前

解
散
場
所　

白
水
港
フ
ェ
リ
ー
前

参
加
費　

お
と
な
５
０
０
円

　
　
　
　

子
ど
も
２
０
０
円

募
集
人
数　

30
名
（
先
着
）

参
加
条
件　

��

小
学
４
年
生
以
上
で
、
体
力
に

自
信
の
あ
る
方

申
込
期
限　

９
月
27
日

※�
住
所
・
電
話
番
号
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

年
齢
・
性
別
を
明
記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

�

自
転
車
（
マ
マ
チ
ャ
リ
可
）・
参

加
費
・
汗
拭
き
タ
オ
ル
・
飲
み
物

主
催　

大
崎
上
島
町
商
工
会
観
光
部
会

問
大
崎
上
島
町
商
工
会

　

☎
64

－

３
５
０
５　

FAX 

64

－

３
５
５
２

　

☎
０
１
２
０

－

７
３
８

－

５
５
６

問
保
健
衛
生
課　

☎
62

－

０
３
３
０

初
期
消
火
競
技
大
会
参
加
募
集

　

事
業
所
お
よ
び
自
主
防
災
組
織
の
初
期
消

火
技
術
の
競
技
を
し
ま
す
。
競
技
種
目
は
消

火
器
の
部
（
男
子
・
女
子
・
男
女
）
と
屋
内

消
火
栓
の
部
。

日
時　

10
月
26
日
㈮　

13
時
〜
17
時

場
所　
安
芸
津
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド（
駐
車
場
有
）

申
込
方
法　

出
場
申
込
書
提
出

※�

申
込
書
・
要
領
は
、
東
広
島
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切　

10
月
５
日
㈮
必
着

問
申
東
広
島
市
消
防
局
予
防
課

☎
０
８
２

－

４
２
２

－

６
３
４
１　

敬
老
週
間
無
料
サ
ー
ビ
ス

　

薬
研
谷
温
泉
「
大
崎
上
島
町
ふ
れ
あ
い
の

館
」
で
は
、
敬
老
の
日
に
ち
な
み
９
月
15
日

か
ら
21
日
ま
で
の
一
週
間
、
75
歳
以
上
の
方

の
入
館
料
（
入
浴
料
を
含
む
）
を
無
料
と
し

ま
す
。
た
だ
し
17
日
㈪
は
休
館
日
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
の
館
で
は
、
入
浴
の
ほ
か
、
大

広
間
の
貸
切
利
用
や
通
信
カ
ラ
オ
ケ
の
利
用

も
で
き
ま
す
。
ご
家
族
で
、
お
友
だ
ち
と
誘

い
合
わ
せ
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
の
館
利
用
料
金

入
館
料
（
入
浴
料
込
）

　

�

大
人
３
０
０
円
・
小
学
生
１
５
０
円

　

�

回
数
券
１
万
円
（
40
回
）、５
千
円
（
19
回
）、

３
千
円
（
11
回
）

大
広
間
（
40
畳
）

男
性
の
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座

　

食
事
づ
く
り
の
基
本
を
３
回
シ
リ
ー
ズ
で

実
施
し
ま
す
。

●
９
月
26
日
㈬
９
時
30
分
〜
13
時

　

木
江
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
10
月
23
日
㈫
９
時
30
分
〜
13
時

　

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
11
月
28
日
㈬
９
時
30
分
〜
13
時

　

大
崎
上
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

対�

象　

60
歳
代
〜
70
歳
代
の
男
性
で
３
回
通

し
て
参
加
で
き
る
方
・
初
心
者
大
歓
迎
！

募
集
人
数　

20
人

参
加
費　

１
回
に
つ
き
２
０
０
円

　
　
　
　
（
材
料
費
負
担
分
）

申�

込
期
限
・
方
法　

９
月
20
日
㈭
ま
で
に�

電
話
申
込

問
申

　

大
崎
上
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

（
主
催
）

　

大
崎
支
部
長
：
倉
光
（
64

－

２
８
０
６
）

　

東
野
支
部
長
：
閑　
（
65

－

３
４
１
９
）

　

木
江
支
部
長
：
福
本
（
62

－

０
３
１
６
）

　

保
健
衛
生
課　

☎
62

－

０
３
３
０

い
の
ち
の
電
話

　

世
界
自
殺
予
防
デ
ー
に
あ
た
る
９
月
10
日

か
ら
の
１
週
間
を
「
自
殺
予
防
週
間
」
と
し

て
、
集
中
的
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

自
殺
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、「
い
の

ち
の
電
話
」
で
は
、
毎
月
10
日
に
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
（
無
料
）
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

第39回広島県中学校陸上競技選手権大会出場者
種　　目 選　手

１年男子100m 菅　　悠斗
３年男子1500m 円光　　涼
共通男子200m 川本　壮樹
共通男子走り幅跳 末田　弘樹
１年女子100m 笹原　夏香
２年女子100m 小川　温乃
３年女子100m 藤原　光里

共通女子200m
木原香乃花
末田　雪乃

種　　目 選　手

共通女子４×100m

笹原　夏香
小川　温乃
藤原　光里
末田　雪乃
長田菜々子
小池あかり

共通女子走高跳
小池あかり
長田菜々子

共通女子走幅跳 藤原　光里
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前
年
11
月
30
日
の
日
本
銀
行
が
定
め
る
基

準
割
引
率
＋
４
％
の
い
ず
れ
か
低
い
割
合

に
な
り
ま
す
。

■�

財
産
の
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�
督
促
状
が
送
付
さ
れ
て
も
な
お
納
付
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
差

押
え
な
ど
の
強
制
的
な
徴
収
手
続
き
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■�

納
税
証
明
書
「
そ
の
３
」
が
発
行
さ
れ
ま

せ
ん
。

※�

納
税
証
明
書
「
そ
の
３
」
は
「
未
納
の
税

額
が
な
い
こ
と
」
の
証
明
で
す
。

　

�　

災
害
や
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
、
国
税
を

一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の

た
め
に
、
納
税
の
猶
予
等
の
納
税
の
緩
和

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

納
税
の
猶
予
を
受
け
る
た
め
に
は
、
い

く
つ
か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

�　

詳
し
く
は
税
務
署
の
徴
収
担
当
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
竹
原
税
務
署☎

０
８
４
６

－

22

－

０
４
８
５

れ
ま
す
。

発
売
期
間　

９
月
24
日
〜
10
月
12
日

　
　
　
　
　

※
売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
。

抽
選
日　

10
月
19
日

雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
、
ま
ず
相
談

　

広
島
県
労
働
委
員
会
で
は
、
公
益
委
員
・

労
働
者
委
員
・
使
用
者
委
員
の
三
者
構
成
に

よ
り
、
公
平
な
立
場
で
労
使
紛
争
（
労
働
組

合
・
労
働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
紛
争
）
の

円
満
な
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

ご
利
用
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
広
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
県
庁
東
館
７
階
）

　

労
働
ト
ラ
ブ
ル
解
決
支
援
相
談
電
話

　

☎
０
８
２

－
５
１
３

－

５
１
６
２

　

http://w
w
w
.w
ork2.pref.hiroshim

a.

　

jp/roui/index.htm
l

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
税
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ

た
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

国
税
を
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
場
合
に
は

■
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

※�

納
期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

原
則
と
し
て
法
廷
納
期
限
の
翌
日
か
ら
完

納
す
る
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
計
算
し

た
延
滞
税
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※�

延
滞
税
率
が
年
14
・
６
％
で
す
。
た
だ
し
、

納
期
限
の
翌
日
か
ら
２
か
月
を
経
過
す
る

日
ま
で
の
延
滞
税
率
は
、
年
７
・
３
％
と

求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

フ
ル
タ
イ
ム
の
募
集
…
14
事
業
所

　

パ
ー
ト
の
募
集
…
２
事
業
所

※�

広
報
紙
発
行
日
に
、
す
で
に
募
集
が
終
了

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

�　

町
内
求
人
票
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原
発

行
の
た
け
の
こ
求
人
情
報
誌
は
、
本
庁
産

業
観
光
課
・
大
崎
支
所
・
木
江
支
所
窓
口

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
も
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

https://w
w
w
.hellow

ork.go.jp/index.htm
l

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原

（
広
島
西
条
公
共
職
業
安
定
所
竹
原
出
張
所
）

☎
０
８
４
６

－
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－

８
６
０
９

役
場
産
業
観
光
課　

☎
65

－

３
１
２
３

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売
！

　

今
年
の
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

オ
ー
タ
ム
史
上
最
高
額
！
１
等
前
後
賞
合
わ

せ
て
３
億
９
千
万
円
。
お
近
く
の
宝
く
じ
売

り
場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
の
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策

な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ

国民年金 ●Q ＆●A
●Q　�私と生計を同一にしている子が学生の時に国民年金の保

険料を免除してもらっていました。現在、子は学校を卒
業しましたが、就職していません。このたび、私が免除
されていた子の保険料を子に代わって追納しようと思い
ますが、追納した分の保険料は所得控除の対象となるの
でしょうか？

●A　�学生の保険料については学生納付特例制度により免除が
認められていますが、その後追納しない場合、老齢基礎
年金の額の計算において年金額の算定の基礎とされませ
ん。保険料の追納は、学生納付特例の対象となった各月
から10年間追納でき、その場合、申告すれば追納した
年の所得税の社会保険料控除の対象となります。この場
合は、追納した分の保険料は、その年のあなたの社会保
険料控除の対象となります。

年金に関するお問い合わせは次のとおりです。
　　　　　　　　問三原年金事務所　　☎0848−63−4111㈹
　　　　　　　　　役場住民課　本庁　☎65−3113
　　　　　　　　　　　　大崎窓口係　☎64−3510
　　　　　　　　　　　　木江窓口係　☎62−0300
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'12年9月7日㈮〜 '12年10月7日㈰

９月の納付は…
国民健康保険税� （第３期）
後期高齢者医療保険料� （第３期）
介護保険料� （第３期）

納期限は、10月１日㈪です。
口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
納期限までに納付確認できない場合は、督促状を発送
します。
� 問税務課（本庁）　☎65−3114

休
日
当
番
医

9/16㈰
　円山医院　☎64−2062

9/22㈯
　田村医院　☎63−0311

9/30㈰
　寺元医院　☎64−2093

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

９月の診療日

８日㈯・29日㈯
受付時間
　13：00〜17：00
診療開始
　14：00〜

☎67−3311

竹
原
市
休
日
当
番
医

内科　日曜・祝日　9：00〜16：00
竹原市休日診療所　☎0846−22−7157

外科　日曜・祝日　9：00〜18：00
9/16・17・23・10/8

馬場病院　☎0846−22−2071
9/9・22・30・10/7

安田病院　☎0846−22−6121

（注）事前にお電話を !!

９月９日は「救急の日」
　毎年９月９日を含む１週間は「救急医療週間」
です。救急に関する次の行事を実施します。

日時　平成24年９月９日㈰９時〜12時
場所　東野保健福祉センター
行事内容　①応急手当の実演、実習指導
　　　　　②ビデオ上映及び救急資機材展示
　　　　　③救急車の展示
　　　　　④血圧測定

問大崎上島消防署　☎65−2056

月 日 曜 行　　　　事　　・　　場　　　　所 予防接種

9 7 金

9月1日㈯〜29日㈯
麻しん・風しん
1・2・3・4期

9月10日㈪〜15日㈯
三種混合１期

10 月 家族のつどい：大崎上島開発総合センター� 13：30〜15：30

11 火
上島コスモス：木江保健福祉センター� 10：00〜12：00
健康相談：大崎上島開発総合センター� （受付）13：30〜14：30

12 水 登記相談所・人権相談所：木江支所2階会議室� 10：00〜12：00、13：00〜15：00

15 土
絵本のよみかたり：情報プラザ・エル� 10：30〜　　　　
島の魅力さがし講演会：東野保健福祉センター� 13：30〜15：00

16 日 古社八幡神社秋季大祭

17 月
敬老会：東野地区　東野屋内運動場
　　　　大崎地区　大崎小学校体育館� 9：30〜　　　　
　　　　木江地区　木江小学校体育館

18 火 育児相談：木江保健福祉センター� 10：00〜12：00
19 水 断酒会：東野保健福祉センター� 18：30〜19：30
20 木 乳幼児相談：東野保健福祉センター� （受付）13：10〜13：30
21 金 乳幼児相談・思春期ふれあい体験：大崎上島開発総合センター� （受付）13：50〜14：10
22 土

中野八幡神社秋祭り
23 日
29 土
30 日 大崎上島サイクリングツアー

10 4 木 暮らしの相談会：大崎上島開発総合センター� 13：30〜15：30
7 日
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編 

集 

後 

記

　

今
月
号
は
、
櫂
伝
馬
が
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
す
る
場
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
櫂

伝
馬
の
魅
力
が
、
地
域
の
活
性
や

教
育
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
夏

を
す
ご
し
ま
し
た
か
？
私
は
写
真

家
の
川
西
先
生
に
花
火
の
撮
り
方

を
教
わ
り
、
花
火
大
会
の
取
材
に

臨
み
ま
し
た
。
成
果
は
６
ペ
ー
ジ

に
て
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。（
か

ろ
う
じ
て
）
成
功
し
た
１
枚
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

旬
な
話
題
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
に

素
敵
な
写
真
も
お
届
け
で
き
る
よ

う
、
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

発行日　2012年９月７日㈮
発行・編集　大崎上島町企画振興課
〒725-0231 広島県豊田郡大崎上島町東野6625−1
☎0846−65−3111㈹
HPアドレス http://www.town.osakikamijima.hiroshima.jp

神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

　

音
頭
と
る
声
の
し
ぶ
さ
や
盆
踊�

川
﨑　

雅
子

　

昼
す
ぎ
の
風
重
く
な
る
木む

槿く
げ

か
な�

松
岡　

時
子

　

今
朝
秋
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
お
ち
ょ
ぼ
ぐ
ち�

河
下
キ
ク
ヱ

南
風
俳
句
会

　

ク
レ
ヨ
ン
の
二
十
四
色
大
花
火�

藤
原
千
紗
子

　

月
光
に
縋す
が

り
て
咲
け
り
烏

か
ら
す

瓜う
り�

山
本　

輝
明

　

湖う
み

に
立
つ
風
新
涼
の
割わ

り

子こ

そ
ば�

芝
山　

吉
宣

木
江
神
潮
俳
句
会

　

潮
待
ち
の
月
を
拾
ひ
て
投と
う

錨び
ょ
うす�

小
池　

華
子

　

穴
子
裂
く
漁
師
の
嫁
の
み
ご
と
さ
よ�

小
川　

知
女

　

夏
の
闇
風
・
山
・
波
に
鵼ぬ
え

ひ
そ
む�

柳
本　

昭
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

　

額
の
花
活
け
て
形
見
の
軸
飾
る�

藤
解　

静
風

　

向ひ
ま
わ
り

日
葵
の
横
向
き
に
咲
く
留
守
の
家�

高
橋
の
り
子

　

野
良
猫
が
空あ
き

家や

を
守
る
夕
立
か
な�

竹
元
マ
ツ
子

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

　

諸も
ろ

鳥ど
り

の
塒ね

ぐ
らに

向
ふ
夕ゆ

焼や
け

雲�

中
保　

藤
枝

　

蝶
の
舞
ふ
凌の
う

霄ぜ
ん

花か
つ
ら

夫
偲
ぶ�

中
坂
サ
チ
エ

　

捧
げ
た
き
人
も
居
な
く
て
紫し

蘇そ

ジ
ュ
ー
ス�

宮
本
ミ
ス
エ

東
野
公
民
館
俳
句
会

　

朝
靄
の
籠
る
浦う
ら

曲わ

や
鐘
す
ず
し�

藤
原
千
紗
子

　

も
て
な
し
の
谷
風
入
れ
て
夏
座
敷�

松
岡　

時
子

　

飛
石
に
沙
羅
の
落
花
や
雨
の
露
地�

山
本　

輝
明

集
ま
れ
！
わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

　

11
月
に
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん
の

写
真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
企
画
振
興
課
ま
た
は
、
各
支
所
窓

口
係
。
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
住
所
（
地
区
名
）・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
、
10
月
１
日
㈪
。

kikaku01@
tow
n.osakikam

ijim
a.hiroshim

a.jp

問
企
画
振
興
課　

☎
65

−

３
１
１
２

佐
さ

々
さ

木
き

悠
ゆ

梨
り

ちゃん(向山区)

９月生まれの
　わんぱくちゃん
１歳の Happy Birthday
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